
【熊本地震】防災情報に関するアンケート

情報源で最も利用されたのは
「安心安全メール」

「
一
人
じ
ゃ
難
し
か
っ
た
け
ど
友
達

と
協
力
し
た
ら
で
き
た
」。
企
画
し

た
小お

田だ

麻あ
さ

美み

さ
ん
（
富
の
原
台
）
は

「
熊
本
地
震
の
際
、
避
難
所
で
元
気

な
の
に
運
営
に
協
力
し
な
い
人
が
多

い
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
は
何
で
も
他
人
任
せ
に

せ
ず
、
自
主
的
に
行
動
で
き
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

支
援
物
資
と
経
験
を
共
有

　

体
育
館
に
は
復
興
支
援
で
市
に
寄

贈
さ
れ
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
シ
ス
テ

ム
が
設
置
さ
れ
、
実
際
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
充
電
を
試
し
な
が
ら
使
い

方
を
学
習
。
壁
に
は
地
震
の
記
事
が

載
っ
た
新
聞
や
、
児
童
が
作
っ
た
防

災
情
報
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
も
掲
示
さ

れ
、
み
ん
な
で
防
災
意
識
を
高
め
て

い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
生
き
る
力
を

　

泗
水
小
学
校
で
10
月
15
日
と
16
日

の
二
日
間
、
避
難
所
生
活
を
想
定
し

た
防
災
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
、
同

小
6
年
生
の
児
童
と
保
護
者
ら
約

１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
熊
本

地
震
の
体
験
を
踏
ま
え
、
大
規
模
災

害
時
に
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
生
き
抜

く
術
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
保
護

者
が
初
め
て
企
画
。
毎
年
行
っ
て
い

る
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
を
変
更
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
ま
き
を
割
っ
て
火
を

お
こ
し
、
炊
き
出
し
に
挑
戦
。
大
人

か
ら
指
導
を
受
け
た
り
友
達
と
助
け

合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
避
難
所
生
活

を
模
擬
体
験
し
ま
し
た
。
火
お
こ
し

を
初
体
験
し
た
轟

と
ど
ろ

木き

義よ
し

斗と

く
ん
は

避
難
所
で
も
自
主
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に

みんなで協力しながら炊き出しにチャ
レンジ

寄贈されたポータブル蓄電シス
テムの使い方を親子で確認

ま
ず
は
屋
内
の
被
害
対
策
か
ら

　
熊
本
地
震
で
は
、
本
市
で
も
多
く

の
人
が
負
傷
さ
れ
ま
し
た
。
倒
れ
て

き
た
家
具
に
頭
を
ぶ
つ
け
た
、
割
れ

た
ガ
ラ
ス
や
陶
器
で
足
を
切
っ
た
、

暗
く
て
足
元
が
見
え
ず
転
ん
で
け
が

し
た
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
被
害
の
ほ
ど
ん
ど
は
、
事
前
に
対

策
す
る
こ
と
で
防
止
し
た
り
軽
減
し

た
り
で
き
ま
す
。

家
族
や
地
域
で
ル
ー
ル
を
作
る

　
地
震
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
仕
事
中
の
場
合
、
夜

の
場
合
な
ど
家
族
で
ど
の
よ
う
に
連

絡
を
取
り
合
う
か
、
ど
こ
に
避
難
す

る
か
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
地
域
で
も
高
齢
者
や
体
の

不
自
由
な
人
の
避
難
を
ど
う
す
る

か
、
避
難
所
や
身
近
な
安
全
な
場
所

は
ど
こ
か
な
ど
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

①�寝室にはできるだけ背
の高い家具を置かない

②�背の高い家具やテレビ
がある場合は、柱や壁
などに固定する

③�重い荷物はできるだけ棚の下の段
に置く

④�ガラス窓にはガラス飛
散防止フィルムを貼る

⑤�懐中電灯の置き場を
決めておく

飲
食
物
は
１
週
間
分
の
備
蓄
を

　
人
は
１
日
２
～
３
㍑
の
水
が
必
要

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
熊
本
地
震
で

は
２
週
間
ほ
ど
水
が
濁
っ
て
飲
め
な

い
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
よ
う
な
大
災
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
支
援
物
資
が
行
き
届
か

な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
１
人
当
た
り
１
週
間
分
程
度
の

飲
食
物
の
備
蓄
が
必
要
で
す
。

データで知る

　緊急事態の防災・防犯情報の他、暮らしの情
報、教育、文化、スポーツ、観光、イベント情報
なども配信しています。ぜひご登録ください。

携帯「メール」画面を開き「新規メール」「新規作成」
などを選択。
�「メール作成」画面を開いたら、宛先（ TO）に直接 

「kam@123123.tv」と入力し、空メールを送信。
�10 分程度で「菊池安心メールのご登録」というメー
ルが届きますので、メールを開き、文章の下段にある
URL（アドレス）を選択してください。
�「会員登録」画面を開いたら、各自当てはまる項目に
チェックして「登録」を選択します。

■ 登録手順
❶

❷

❸

❹

■�メールが届かなくなった人
　 送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネットからの
メール拒否が考えられます。「ドメイン指
定受信設定」で確認してください。ドメイ
ン指定受信設定方法はホームページに掲載
していますのでご覧ください。

【問い合わせ先】市長公室　☎0968（25）7200
QR コード↑

QR コード
→

安心安全メールに登録を！
情報充実♪
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※テレビ、ラジオ、インターネット、LINE、消防団、知人、地域など

　熊本地震を踏まえ、今後の防災行政に活用することを目
的にアンケートを実施しました。質問内容は、利用した情
報源や情報の理解度、日頃の備え、自由意見など全８問。
広報紙、メール、ホームページで回答を受け付け、10 代
から 90 代の市民約 400 人から回答がありました。
　利用した情報源で最も利用頻度が高かったのは安心安全
メールで、「無線が聞こえないときに助かった」「自動で届
きメモも要らないのが良い」などのご意見がありました。
情報の理解度は「分かりやすかった」と「大体分かった」
を合わせると 84％という結果でした。
　分かりにくかった人のご意見として「無線が聞こえにく
い」「ホームページの情報が検索しにくい」「避難所や通行
止めの場所が分からない」「メールの誤配信が多い」など
がありました。いただいた貴重なご意見は今後の防災行政
に生かし、さらに効果的な情報発信につなげていきます。
　詳しいアンケート結果はホームページに掲載していますの
でご覧ください。（http://www.city.kikuchi.
lg.jp/q/aview/256/11857.html） ▲�市民が利用した複数の情報源に対して最も利用頻度が

高かった情報源の割合

普段から災害に
備えていますか

情報の理解度

備えは熊本地震で
役に立ちましたか

情報の配信回数
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検索菊池市  防災アンケート

事例②

泗水小防災キャンプ

経
験
を
生
か
す
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室内での主な 防 災 対 策
できること

から

出前講座実施中
防災に関する出前講座を行っています。
防災交通課までご連絡ください。
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